
・昭和採用者の技術力は重要だが、それが本体の定年延長とは結びつかない。 

・雇用不安の定義は色々あるが、不安の無いようにしていく。 

 

 

・技術継承の視点から、中堅育成のために６５歳定年は実現すべき。 

・工務職場では、工事設計は２つと同じものが無く、ベテランの経験と知識が

必要だ。マンツーマンで教えられる体制が必要だと組合員は感じている。 

・工場職場では、例えば車両改造が技術の詰まった仕事。そのためには、エキ

スパートが集まって総合力を発揮することが必要。中堅社員を育成するベ

テランは本体で働き続けられる制度が必要だ。 

・国鉄改革真面目に担った組合員が、二度と雇用不安の無いようにしていく。 

・６５歳定年延長については継続議論とする。 

・これまでも本人希望は尊重している、１００％希望を叶えるのは難しい。 

・申し入れから「規模感を示せ」とは読み取れなかった、今示せるものはない。 

・各系統の希望を積み上げないと規模感は示せない。 

・規模を示すと「多い」「少ない」の議論になる。 

・面談は９０％以上終わったが、実態に即した運用になるので、マッチングしな

いと規模はわからない。 

・人事なので言ってしまえば最後は任用の基準だ。 
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